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しても知られるイ ラーム教ザイド派の宗教指導者が旧北イエメンの北部にあるサアダ地域に招かれた。ザイド派は現在のイエメン人口の四〇％ほどを占める。ザ ド派の指導者層には、イスラーム教の預言者ムハンマ の家系にさかのぼる特権層（サイ ）がおり、彼らが地元の部族社会に教義や仲介を通じて秩序をもたらす代わりに、部族から 庇護を受けた。　
ザイド派はシーア派に分類され
るものの、イランで主流の「一二イマーム派」と呼ばれるシーア派の教義とはほとんど類似性がない。イエメンの他の地域はスンナ派（のなかのシャーフィイー派）に属している。また、別 少数派としてイスマーイール派 住民もいる。同派は「七イマーム派」とも呼ばれる。しかし特筆すべきことは、一九八〇年代ごろまで、イエメンにおいては宗 に基づく暴力的な政治対立はほとんど存在しなかったという点であ　
イエメンと隣国サウジアラビア
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イスラーム学を修めたイエメン人ムクビル・アル＝ワーディイー師によるサアダ州でのサラフィー宗教学校の建立などが嚆矢である。サーレハ大統領（当時）はィー運動に寛容な態度を示した。というのも、政治的なライバルである北部ザイド派部族へのけん制として利用価値があったからである（本誌松本論文参照） 。　
こうしたライバルの一人にイラ








サール・シャリーア」へと変容して、二〇一一年のサーレハ政権の退陣後に支配地域を拡大した。皮肉にも、ホーシー派はイスラーとＡＱＡＰのいずれをも攻撃目標としているが 者はホー ー派の影響力が弱い旧南イエメンの多くの地域を支配するに至った。●「決意 嵐」に至 経緯　
湾岸諸国や欧米は、 「アラブの
春」後のイエメンにおいて、サーレハ前大統領の辞任を後押しし国民の融和と国家再建に向けた移行政権の実現に寄与した。その背景には、イエメン国内が混乱するこ でＡＱＡＰ（アンサール・シャリーア）などの勢力が力を増すことに強い懸念を抱いていることがあっ これらテロ集団がイエメンで足場を拡大させれば、標的となるのは自分たちであると分かっていたからである。　「湾岸合意」と呼ばれる国家再建の道のりは、閣僚ポストを与野党で折半し連立政府が プランを実施して、新たな憲法に基づく総選挙を二年後に行う
いうものであった。この作業を総括するのは、サーレハ政権下で一九九〇年代から副大統領を務めてきたハー ディー 副大統領（二〇一二年二月の選挙後は暫定大統領）であった。この国家再建プランは、急激な変化によってＡＱＡＰなどのテロ組織を利する政治空白を生むことを避けることが重視された結果、サーレハ政権期の国家機構をほとん そのまま温存することになった。二〇一二年二月から二年後の二〇一四年二月
ハーディー大統領（2013年7月30日、写真提供： U.S Defense Department）
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に新しいイエメンは誕生する予定になっていた。　
移行プランが時間切れを迎えよ







統領に近いとされる軍隊と組んだホーシー派は首都サナアを占拠したが、この際ハーディー政権への国民一般の不満が追 風となり、比較的穏便に首都はホ シー派の入城を許し （本誌川嶋論文参照） 。しか な ら、首都を占拠したものの、ホーシー派は新たな政府を構築する明確な戦略を持ち合わせていなかった。　
ホーシー派の首都入城後、ハー
ディー政権とホーシー派は奇妙「合意」 （平和・パートナーシップ合意）のもとに共存し たが、九月から四カ月にわたる交渉は決裂し二〇一五年一月、ホーシ 派と親サーレハの軍隊との同盟は、大統領府や公邸を襲撃し、主要な官庁をも掌握 たためハーディー大統領は、辞任を余儀なくされた。ハーディーは自宅軟禁下に置かれたのち、同年二月に辛くもアデンへ逃れて辞意を撤回 その後はアデンで大統領としての足場を固め、
正当な政府代表としての認知をサウジなど湾岸諸国や欧米から得た。　
皮肉にも、この一件は、ハーデ
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なくとも間接的に、サウジとイスラエルに共通の 略的利害を見出させる。他方、イエメンの解体は、スンナ派でありながらサウジの敵であるアルカーイダ それにＩＳＩＬを利する結果になる。欧米の支持をも得ている対イエメン空爆は、中東地域のテロ組織が若者を取り込む際の強力なレトリック用いられ その結果として地域の不安定性は増えるだろう。　
サウジアラビアは、多額の予算
を用いて軍備、ミサイル、爆弾を
主にアメリカなどから調達している。数度の一時停戦も功を奏することなく、空爆は続き、対立は終息する気配をみせない。サウジ率いる空爆には出口戦略がなく 強力な地上部隊の派兵なくしては明確な軍事的勝利をあげる可能性はないが、それはサウジにとっては一九七〇年代のアメリカの悪夢「ベトナム化」を予想させる。現行の混乱をひとつの原因に帰すことはできない。暴力やプロパガンダ、人々のため小異を捨てきれなかったことは、いずれの政治クターにも相応 非がある だが、イエメン空爆という「決意の嵐」は、史上類をみな ほどにイエメンを分裂に追いや ており、破ん状態にあるソマリアやシリアと同じ道をたどりながら、将来的な紛争の火種を撒きちらし続けている。空爆の早期終結が、地域全体のためにも必要である。　
旧北イエメンにおける一九六〇
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